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概要 

幼児の日々の運動遊びでの普段の動きから行動・活動変容を定量的にとらえ、幼児期の身体運動能力を示す①具体的な数

値的分析評価手法を確立した。そして、この手法を実現した分析プラットフォームを用いて、全対象幼児の中から許され

る範囲で②日常保育日の中・高強度運動量分析と連続継続休息時間累積分布の休息時間閾値分析を実施して、発達に気に

なる特性を持つ幼児を取り出した。本分析の有用性はある程度確認されたと言える。 

 
１．まえがき 
幼児期は、プレゴールデンエイジ（Golden Age）と言わ

れ、神経系の発達が著しく、人として非常に重要な身体運

動能力・認知的な能力・情緒・社会性といった能力を身に

つけるのに最も適した時期である。この学齢期前に発達段

階にばらつきのある子どもは、普段の動きからどこか際立

って特徴的な動きとして観察されるが、よく観察して気づ

かれなければ支援が必要なケースであったとしても、その

対処が遅くなってしまう。この学齢期前である幼児期の運

動を無拘束で定量的に捉え、保育士を含む保育者の観察に

よる評価だけによらずに、多人数を一斉に全ての幼児の客

観的な運動評価をしていく課題を解決できれば、発達内容

にばらつきのある幼児の早期発見・介入につなげていくこ

とが出来る。本研究では、この子どもの発達発育を多人数

一斉に評価する方法の確立を目指した。 

２．研究開発内容及び成果 
幼児の発達段階の行動特性を考えると体力の向上もある

が、自発性や意欲、社会性を見ていく必要がある。このた

めには幼児が集団の中で、拘束的でなく運動遊びや生活経

験を行っている状況での行動特性を数値的にとらえる方

法が重要になってくる。本研究開発では、この方法の具体

的な 1 手法を確立した。 

 

(1) データ収集プラットフォーム開発と基礎データ分析 

本開発では、①幼児の中強度・高強度身体活動を定量的に

とらえるために幼児対応 METS 値変換の決定と実装を行

い、②幼児に拘束のない方法で日常遊び運動を取れるよう

にした。そして、③地理的に離れた場所の多人数の幼児運

動データを集積するクラウドを実現した。 

 

通常の幼児が着装する活動量計は小型軽量であるべきで

あるが、同時に取得する運動量データ指標が他の同様機器

と比較できる必要がある。本研究では精度が良いと評価の

ある活動量計との性能比較評価を最初に行った。 

データの基礎分析を行うために、幼児の安静、低強度、中・

高強度の 3 分類を行う METS 値変換を対象の活動量計に

実装した。加えて、保育者及び関係者らとの試行から、通

常保育業務下で幼児がケガをしないようにする方法を検

討し、金属部が少

ない下図 1 の一般

呼称「パワーアッ

プベルト」方式と

した。 

 

 

 

 

図 1 活動量計と「パワーアップベルト」 

 

基礎データを取る研究はこれで良いが、地理的に離れた場

所にある複数の幼児教育施設を対象に、しかも幼児たちの

自由な活動状態でのデータ取得分析のために，安価に一時

的インターネット接続する発達度分析ソフトインフラを

構築した。 

基礎データ分析は、「幼児の 1 日の中・高強度運動量が 60

分以上あることが望ましいと WHO が提唱している」事

から、協力いただく幼児教育施設側で利用できるこのデー

タに焦点を当てて、日毎及び時間毎の同運動量に関しての

幼児平均を取った。図 2 に示す A 保育所の場合、概ねそ

れを満足している事がわかる。 

 
図 2 日ごとの中・高強度運動量例 
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幼児の日々の様々な運動遊び前後の意識しない普段の動

きから行動・活動変容を定量的にとらえ、幼児期の身体運

動能力を示す数値的分析評価方法として確立した。 

(2) 特性分析 

特性分析では、日常保育日の運動の連続継続休息時間の累

積分布を算出した。本研究で得た活動量計運動量 2－20 を

休息と運動の分界点とみなし、べき乗分布を求めた。A 保

育所に通う 3 歳～5 歳の幼児 18 名を対象に、日常保育日

や運動遊び日の行動・活動変容を定量的にとらえ、同対象

者の中から運動特徴が際立っている幼児 6 名を抽出して、

個々の幼児の事例分析を行った。ここで、運動特徴が際立

っている幼児とは，日常保育日で日毎の中・高強度運動量

のばらつきが大きい幼児、及び日常保育日の運動の連続継

続休息時間累積分布において設定する運動量閾値によっ

てべき乗係数が大きく変化する幼児とした。 

A 保育所に通所する幼児 18 名を対象に、2018 年 9 月末

から 12 月末までの日常保育日 59 日間の 9：00－16：00
の運動量のばらつき（偏差）データを用いた。 

 
図 3 幼児月齢から見た中高強度運動量のばらつき 

 

幼児は日常の保育日か運動会などのイベントの日かによ

って遊び方が変わる。これをとらえるために、日常保育日

と運動遊び日（運動会などイベントの日）の間での運動量

の違いとばらつき（偏差）がどのように出るかの分析を行

った。(図 3) 児平均の中・高強度運動量とその標準偏差

と個々の幼児の同値から、日常保育日の運動量が少ない幼

児、日常保育日の運動量は少ないが運動遊び日の運動量は

多くなる幼児といったタイプをとらえる事ができた。これ

に幼児の月齢情報を加える事で、有意なばらつき範囲（偏

差）から外れる幼児を数値的にとらえることができた。な

お、この中で、月齢がほぼ同じで上記期間の日常保育日で

中 高 強 度 運 動 量 に ば ら つ き の 大 き な 幼 児 4 名

（2270000101、2270000041、2270000024、2270000083）
を取り上げた。（散布図では 2 名が重なっているので、わ

かりやすく表示するための表示位置修正を行った。） 

この分析と幼児の日常保育日運動の連続継続休息時間累

積分布の休息運

動量閾値の変化

に伴うべき乗係

数の変化特性分

析から両分析で

特徴のある幼児

などを抽出して、

発育・発達状況

や日常の生活行

動を知る保育士

らからの意見を

得て事例分析を

行った。(図 4) 
 

図 4 休息期間平均累積分布特性リスト 

運動特徴が際立っている子どもの特性の事例分析では、同

保育士らからは「なんとなく特徴的に抽出されたカテゴリ

ーとして、わかるメンバーである」という考察を得た。特

徴的な点は、平均中強度運動量のばらつき分析と日常保育

日の幼児の休息期間平均累積分布特性分析で共通して得

られた 2 幼児のうち、1 人がアスペルガー（ASD）と診断

されていた事がわかった。本研究では事例が少なかったが、

この多人数スクリーニング方法を元に、今後、分析許可を

得ることができる幼児教育施設のデータを用いて、事例分

析を深めていくことができる感触を得た。 

しかしながら、匿名化データを参考にした分析・評価の海

外国際会議での発表は出来なかった。（後日、国際会議の

査読論文としては採択された。） 

 

注) 調査対象者に対する倫理的配慮として、調査開始前に

データ取得に関する保護者同意を全員取得するとともに、

収集するデータは個人の属性、生活習慣、行動特性などか

ら個人が特定できないように十分配慮して行った。 

３．今後の研究開発成果展開及び波及効果創出への

取組 
① 本研究開発の途中成果である、幼児データ収集プラッ

トフォームの開発、基本データ処理、及び基本分析部

が、平成 30 年度スポーツ庁「子どもの運動習慣アッ

プ支援事業」などで利用されたが、今後もこのような

利用が増えるように活動していく。運用コストを低く

抑えることができるプラットフォームであるため、利

用の拡大が望める。 

② ①の活動と並行して、国内及び海外の「子供の発達発

育」研究者間で合意されうる Child METS 基礎評価

指全対象者の中から許される範囲で、運動特徴が際立

っている子どもに発達に気になる特性があるか否か

のスクリーニング方法を提案できた。 

③ 本研究開発はその一歩であり、現場の保育士が使える

ようにすることで、さらなる利用を増やし、その分析

方法の洗練と分析例の増加を計っていくとともに、論

文発表の機会を狙う。 

４．むすび 
活動量計データ分析とその後の特性分析方法を実現して

検証を行った。保育園/保育所及び保護者の合意を得た施

設が少ないため、報告書レベルにとどまり、英語論文化ま

ではできなかった。また、国内及び海外で報告する関連す

る国際会議を見つけられなかったため、今回の研究開発期

間での発表は断念した。しかしながら、本年度の成果を元

にデータ分析を増やしていくことで来年度中に国内・国外

での発表が行えるメドが立ったと言える。 
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